	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


　       


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　19年　　5月　　16日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松沢　厚子　　　　　　　　　記録者　本川　沙織　　
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・小山　正好様～奥様が5/15～5/21まで東京へ行かれ、八戸の自宅を不在にするとの事です。着替えは多めに持ってきて頂いています。洗濯等急な用事でない限りは連絡してもすぐには来られませんので周知お願いします。
・口腔ケアの勉強会資料できています。新しく南病棟に配属になったスタッフは必ずお持ち下さい。勉強会1回目は5/18（金）の13：00～です。高齢者の口腔内を体験していただきます。公休のスタッフも是非参加して下さい。

・看護グループマニュアルの意義の部分が不十分です。5/22（火）までに修正して下さい。
　期限厳守です。

＜皮膚科診察状況＞
・上田　正男様～臀部の皮膚状態改善見られない為、抗ヒスタミン剤　2T　2×1　7日分継続処方となっています。皮膚状態の観察や、この薬の副作用（痙攣・興奮等）がないか観察していきましょう。
・坂本　良雄様～全身の皮膚状態改善見られない為、抗ヒスタミン剤　2T　2×1　7日分
　　　　　　　　継続処方となっています。皮膚状態の観察や、この薬の副作用（痙攣・興奮等）がないか観察していきましょう。
・水梨　正一様～部位追加です。左下肢に挫傷との診断で、鎮痛消炎剤（軟膏）1回/日で処置していきます。傷の状態観察・出血・疼痛の有無を確認していきましょう。
＜褥瘡状態評価・検討＞
・三浦　一男様～臀部は改善傾向ですが、左腸骨部の褥瘡は悪化しています。失禁防止の為、オムツを２重（カバータイプオムツ+リハビリパンツ）に使用しているスタッフがいるようですが、最近はオムツいじりが少なくなっており、皮膚の浸軟がおこり褥瘡の悪化を引き起こします。また、皮膚圧迫してしまいますのでカバータイプのみ使用しましょう。
・永洞　恭子様～創部乾燥している為、ラップ保護せず鎮痛消炎剤（軟膏）のみ塗布しています。処置時は褥瘡状態の観察を行ない、創部悪化が見られた場合はラップ保護施行していきましょう。上皮形成は良好です。
・竹内　セツ様～創部出血も極少量あり悪化しています。トイレで排泄できる方ですが、リハビリパンツ使用しています。リハビリパンツ使用時湿気がこもり皮膚状態改善されないことも考えられます。本人様と相談し布パンツに切り替えをしていきましょう。布パンツがない場合は、御家族へ依頼しましょう。
・水梨　正一様～創部出血している部分があります。車椅子やベッド上で過ごされている方なので、一時間に１回はプッシュアップや体位変換を行いましょう。徐圧補助用具も活用しましょう。
・見付　喜久様～創部皮膚改善傾向です。引き続きオムツ交換時に、皮膚状態を観察し、車椅子やベット上で過ごされている方なので、一時間に１回はプッシュアップや体位変換を行いましょう。徐圧補助用具も活用しましょう。

※車椅子で過ごしている患者様は褥瘡ができるリスクが高いので、オムツ交換時・入浴介助時には注意して皮膚状態を観察しましょう。また、夜間の体位変換もきちんと行うようにしてください。
＜田名部Drケースカンファ＞
・古川　徳一様～昨日、硬膜下血腫疑いの為、村上脳神経クリニック受診しています。本日より点滴3日分処方されていますが、現在、問題となるような行動異常や精神状態はみられず、今後一ヶ月に一度の受診や点滴療法続くようであれば、身体管理目的とした病院を探す方向です。
＜心理検査報告＞
・村井　八郎様～3/10.19と二日に分けてMMSとHDS-R施行しています。一度目は拒否されていますが、二度目の声掛けには穏やかに了承されています。MMSは１４点、HDS-Rは３点でした。昔何をやっていたのかの問いには、「お金を盗んでいた。」と話されています。全問実施は出来ませんでしたが、日付は答えることが出来ています。プログラムで日付確認を行っていることや、よく外をみており季節を意識出来ているのではないかと思います。プログラムは声掛けにて拒否なく参加されています。耳がよく聴こえない・目もよく見えていない方です。分りやすく聴こえるように話しかけしましょう。できないものはできないと拒否するので、拒否あるときはスタッフをかえてアプローチしてみてください。機嫌が悪いと、通りすがりにでもスタッフや他患者様を叩く行為みられます。他患者様とトラブルにならないように注意しましょう。







